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ある新聞記事に載っていたことです。ある町工場で

働いていた青年がある先輩の言葉が心にしみ入り、

ノートに書き留めたそうです。「働く」とは「

傍楽
はたらく

」だ、お前さんが働けば、お袋さんが楽にな

る。傍
そば

にいる人を楽にさせられる。働くってのはつ

らいものよ……町工場や製造会社は厳しい見通しを

示している。この窮地をどんな気持ちではねのけれ

ばいいのか？この話の締めくくりにあった言葉は。

「（社員に）うちの強みは、お前らや」…そう、強

みは「人」です。へこたれない「人」になろう。                                     

********************************一学年職員一同 

ヤマナンになれよう！ 昇降口から北棟、中央

棟、職員室や中庭、体育館などに向かう動画を撮

りました。学校が始まったら迷うことのないよう

に見ておきましょう。下の写真をクリックしてください。 

令和２（2020）年６月１日 44期生 

※赤いラインが今回の撮影ルートです。 

皆さんがいるHR教室は

北棟になります。 

この動画は北棟と中央

棟、南 棟 職 員 室 ま で を

撮ったものです。右の校

舎案内図を参考にして見

てください。 

＊良くわからない場合は一時停止か動画のス

ピードを調整しながら、見てください。 

https://drive.google.com/file/d/1HQCxh354x96M_FVkPabUBI3svBL-TKL4/view?usp=sharing
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昇降口前       中庭 

グラウンド    部室前 

西側       プール出入口前 

大和南高校は元お城！？高台にあるのはその証拠 

上和田城山（かみわだじょうやま） 

古くから城山と呼ばれている所。城の構造、年代、城主な

どはすべて不明。和田判官という人物が住んでいたという

伝承がある。この和田判官は和田左衛門尉義盛ではないか

と言われている。義盛は建保元年（1213）北条氏に抵抗

して和田の乱を起こし敗死し、和田一族は滅亡した。上和

田の矢ノ下は、義盛が戦った場所とされ、義盛軍の射た矢

から根が生え、矢竹となったといわれている。（『やまと

歴史マップ』より「矢ノ下」は城山の南の大和南高校の南

側あたり。）市内の随所に歴史的な旧跡がありますが、こ

の時代の城は砦であり、武士といっても平素は農耕もして

いたので、周囲には水田や畑があり、敵襲を防ぐには都合

よく、また平和な生活ができるような自然的要害の場所を

城砦にしていたと思われます｡  

下の写真をクリックしてください。 

https://drive.google.com/file/d/1AkjjKkI73Z2x0bdyDruieudCkMoOi7Jo/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1eTD9ybfrVZTtwAc6Y8PgRolGXmuRfSyW/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1FlDfYrYj0MWa10Q9bx-OyVrOtMJUKNMS/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1olaR-3x6tsrI1BKdwP8CKZKt80EgkeuT/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1-4oqIUAM_hMnp6YteiOqpGecKV7HcMRP/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1StGuOYcMZZ_Tz8a-W_ZL4Bjul3csVodS/view?usp=sharing
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クリックして 

動画を再生 

中央棟２階には図書館があります。 

動画を見て、図書館の使い方を確認しておきましょう！ 

 

 

 

https://drive.google.com/file/d/1jzWxsH4oQKL6MCDXNqV1c5LdXKBdn-IV/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1jzWxsH4oQKL6MCDXNqV1c5LdXKBdn-IV/view?usp=sharing
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コロナウイルスの影響により、学校もなかなか再開できず、辛抱の日々が続き 

    ましたが、少しずつ先が見えてきました。まだまだ安心はできな    

    い状況ですが、こんな時こそみんなで力を合わせて乗り越え 

    ることが大切です！不安なことや心配なことがある人は、いつ 

    でも相談してください。一人で抱え込まないでね。 

どこかを縦に読むと、  

ある言葉が・・・ 

 

６月の予定 


